
等々力陸上競技場整備計画

１ 背景 

（１）経過 

等々力緑地については、平成２０年１０月に学識者やスポーツ関係者、地域の代表者等で構成

する「等々力緑地再編整備検討委員会」を設置し、等々力緑地全体のあり方や施設の再編整備に

ついて検討を進め、次の計画等をとりまとめてきた。 

・平成２１年５月「等々力緑地再編整備基本方針」（整備に向けた基本的な考え方） 

・平成２２年２月「等々力緑地再編整備基本構想」（公園の基本的な考え方）［ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ実施］ 

・    １０月「等々力緑地再編整備基本計画」（再編整備の方向性） 

・平成２３年３月「等々力緑地再編整備実施計画（以下「実施計画」。）」 

「実施計画」では、緑地全体の再整備の方向とともに陸上競技場や硬式野球場をはじめとした

主要施設の整備の方向と配置、整備手順などをとりまとめている。 

「実施計画」における整備の方向 

〔陸上競技場整備〕 

①現位置で整備を進め、競技場周囲における歩行者の通行・待機スペースを考慮する。 

②施設規模は、３万５千人程度とする。 

③工期を分割し、第１期整備としてメインスタンドを、第２期整備としてサイドスタンド・

バックスタンドを整備する。 

④整備期間中の施設閉鎖期間を可能な限り短縮する。 

〔競技場周辺整備〕 

①硬式野球場の施設規模は、１万人程度とし、現在プールのある南東方向へ移設する。 

②プールはじゃぶじゃぶ池に変更するとともに大規模施設への複合化の可能性を検討する。 

③駐車場は、現状程度の台数を確保する。 

（２）検討課題 

陸上競技場整備を進める上での検討課題 

①既存スタンドを整備した際の市債の償還が終了していないなかで、サイドスタンド・バッ

クスタンド整備の進め方 

②競技場整備期間中の陸上やサッカーの競技運営 

③競技者や大会関係者等の十分な諸室の整備 

④サイドスタンド・バックスタンドのコンコースの安全対策の実施 

⑤プールの大規模施設への複合化の可能性 

⑥来場者の増加を見据えた、安全で円滑な緑地内の歩行者動線の確保に向けて、自動車動線

との交錯解消や正面広場周辺道路、中央園路、駐車場などの再編 

⑦日本庭園も含めた釣池周辺の親水空間の整備 

２ 等々力陸上競技場整備計画 

陸上競技場の整備に向けて、「実施計画」に沿って、検討課題を整理し、競技場周辺整備、陸

上競技場整備、スケジュール等についてとりまとめた。 

〔競技場周辺整備〕 

①緑地内の歩車分離を行うため緑地を南北に縦断する公道の廃止に向けた調整を図り、陸上競

技場と硬式野球場の間に、賑わいの場、たまりの場、防災機能を備えた広場を整備する。 

②正面広場は、メインエントランスとして緑地の顔となる整備を行うとともに、臨時バス停車

スペースを確保する。 

③J リーグの試合開催時等の安全で円滑な歩行者の移動確保に向けて、正面広場から競技場ま

での間にデッキを整備する。 

④プールは硬式野球場整備にあわせ廃止し、じゃぶじゃぶ池を整備する。 

⑤駐車場は、現状程度の台数を確保するため、歩車分離することにより、競技場スタンド下や

競技場南側の広場等を駐車スペースとして活用する。 

〔陸上競技場整備〕 

①メインスタンドは解体し、建替える。 

②メインスタンドの施設規模は１万人程度とする。（現状３４００人） 

③整備期間中も陸上の競技会やサッカーの試合を開催するため、安全性を十分考慮し、仮設の

スタンドや更衣室等により、観客席、運営諸室・設備をできる限り確保する。 

④屋根の架設等、施工者の有する技術を活用し、現場条件に適した設計を進めるため、設計・

施工を一括して発注する。 

⑤第２期（サイドスタンド・バックスタンド）整備は、複数の工期に分割することを前提に、

事業評価を実施したうえで、整備方針を決定していく。 

〔スケジュール〕 

①陸上競技場第１期（メインスタンド）整備は、２０１２年のサッカーシーズン終了後に整備

着手し、２０１５年シーズンの早期完成をめざす。 

②陸上競技場第１期（メインスタンド）整備後、硬式野球場を整備する。 

③陸上競技場第２期(サイドスタンド・バックスタンド)整備は、平成５年度から７年度に行っ

た増築の際の市債の償還が終了していないので、事業評価を実施したうえで、整備方針を決

定していく。 

④プールの大規模施設への複合化は、硬式野球場スタンド下及び競技場メインスタンド下は諸

室等を整備する必要があることから困難であるため、事業評価を実施したうえで、陸上競技

場サイドスタンド・バックスタンド下への複合化の可能性について検討する。 

３ 今後の予定 

●地域や施設利用団体等へ説明。 

●平成２４年度当初予算に必要な予算を計上。 

資 料
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陸上競技場

テニスコート

硬式野球場

日本庭園

プール

■等々力緑地施設配置図 

○緑地を南北に縦断する公道（釣池の北側の花の散策路横からテニスコート横までの区間）を、緑地

内の歩車分離を図るため、公道の廃止に向けた調整を進め、陸上競技場と硬式野球場の間に、賑わ

いの場、たまりの場、防災機能を備えた広場を整備する。 

 ○プールは、硬式野球場整備にあわせ廃止し、催し物広場周辺にじゃぶじゃぶ池を整備する。 

硬式野球場
陸上競技場

じゃぶじゃぶ池

正面広場

催物広場
広場

テニスコート

とどろき

アリーナ

多目的広場

デッキ

国道409号

《凡例》 

都市計画区域(56.4ha)

事業認可区域(42.9ha)

現況図（競技場周辺）緑地全体現況図

国道409号

将来配置イメージ図（競技場周辺）

広 場
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硬式野球場
陸上競技場

正面広場

催物広場

子どもの遊び場

Ｐ

広

テニスコート

国道409号

多目的広場

釣池 

デッキ

じゃぶじゃぶ池

広 場

臨時Ｐ

市道宮内58号線

緑地広場 

舗装広場 

デッキ（上部）

競技場への 

主要歩行者動線 

とどろき

アリーナ

臨時バス停車スペース

Ｐ

■競技場周辺の整備イメージ 

○陸上競技場と硬式野球場の間の広場の間隔は、約１００ｍ確保する。 

川崎フロンターレの試合開催時などには、飲食等の出店やイベントの開催に対応するとともに、区

民まつりでの利用など、賑わいの場、たまりの場としての利用や、緊急時・災害時においても活用

できる広場を整備する。 

○正面広場は、国道４０９号に接し、彫刻や植栽などが整備されているが、緑地エントランスとしての

わかりにくさなどが課題となっているので、メインエントランスとして緑地の顔となる整備を行うと

ともに、臨時バス停車スペースを確保する。 

○正面広場に臨時バスの停車スペースを確保したうえで、市道宮内５８号線により緑地が分断されてい

るので、デッキを活用し、歩車分離し、安全で円滑な歩行者の移動を図る。 

○デッキは、正面広場から、硬式野球場、陸上競技場２階の外周まで整備する。 

○駐車場は、歩車分離により、陸上競技場２階の外周デッキ下の活用を図るとともに、Ｊリーグの試合

開催時などには、競技場南側の広場等を臨時の駐車場として利用することにより、現状程度の駐車台

数を確保する。 
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※整備スケジュールは、実行計画の策定や関連事業と調整を図っていきます。 

■整備スケジュールイメージ 

○陸上競技場の第１期（メインスタンド）整備は、２０１２年のサッカーシーズン終了後に仮設の設置をはじめとして整備着手し、２０１５年サッカーシーズンの早期完成をめざす。 

○陸上競技場第１期（メインスタンド）の整備後、硬式野球場を整備する。 

○硬式野球場の整備の後、陸上競技場の第２期（サイドスタンド・バックスタンド）整備を進める。 

サイドスタンド・バックスタンドは、平成５年度から７年度に行った増築の際の市債の償還が終了しておらず、今年度末の残高見込が約４８億円となっている。第２期整備には、

市債の繰上償還が必要となるので、硬式野球場の整備期間中に、事業評価を実施したうえで、整備方針を決定する。 

○プールの大規模施設への複合化は、硬式野球場スタンド下及び競技場メインスタンド下は諸室等を整備する必要があることから困難であるため、事業評価を実施したうえで、陸上

競技場サイドスタンド・バックスタンド下への複合化の可能性について検討する。 

第３期実行計画期間

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

(2011) (2012) (2013) (2014) (2015) (2016) (2017)

16年目 17年目 18年目 19年目 20年目 21年目 22年目

48億円 45億円 41億円 38億円 35億円 32億円 28億円

議会承認

●

★ 　設計

年度
H30以降

(2018以降)

ｻｲﾄﾞｽﾀﾝﾄﾞ竣工から

ｻｲﾄﾞｽﾀﾝﾄﾞ･ﾊﾞｯｸｽﾀﾝﾄﾞの
年度末市債残高見込

陸上競技場

硬式野球場

広場等

デッキ

基本設計

第１期整備
（メインスタンド）

整備計画

策定

整備計画

策定

設計･手続

競技場と硬式野球

場の間の広場整備

基本･実施

設計

実施設計 硬式野球場整備

第２期整備
（サイドスタンド・バックスタンド）

大型映像

装置設置
事業評価

※事業評価を実施した上で、整備方針を決めていきます。

２期整備には市債

の繰上償還が必要

正面広場整備

臨時バス停車スペースの確保

実施設計基本設計

仮設

解体

解体

硬式野球場・正面

広場周辺ﾃﾞｯｷ整備

競技場ｻｲﾄﾞｽﾀﾝﾄﾞ･ﾊﾞｯｸｽﾀﾝﾄﾞ

外周デッキ整備

手続等･

事業者

選定

実施設計基本設計
競技場ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ
外周歩行ﾃﾞｯｷ整備
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■第１期整備（メインスタンド）の整備イメージ 

○メインスタンドは解体し、建替える。 

○メインスタンドの施設規模は１万人程度とする。（現状３４００人） 

○メインスタンド整備期間中も陸上の競技会やサッカーの試合を開催するために、安全性に十分考慮し、陸上トラック

の使用に影響のない、走り幅跳びのレーンと砂場がある位置に仮設のスタンドを設置し、スタンド周辺等に仮設の更

衣室等を設置することなどにより、観客席、運営諸室・設備を確保する。 

○屋根の架設等、施工者の有する技術を活用し、現場条件に適した設計を進めるため、設計・施工を一括して発注する。 

（断面図） 

通路

コンコース 

■現況（3400 人、全体で２万５千人） ■ 建替後 （１万人程度、全体で３万人程度） 

コンコース 

コンコース 

外周デッキ コンコース 

階段 

諸室 

実況中継室 

約 40m

トラックのアウトラインから観客席最終列まで約 55m トラックのアウトラインから観客席最終列まで約 28m 

約 19m 

（第１期整備 「使いながら工事」イメージ）

仮
設
ス
タ
ン
ド

メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
解
体

約
3
0m

トイレ 

テラス 

約
15

m 
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■第２期整備（サイドスタンド・バックスタンド）の整備イメージ 

○第２期（サイドスタンド・バックスタンド）整備は、複数の工期に分割することを前提に、事業評価を実施したうえで、整備方針を決定していく。 

（断面図）

■ 改修案 （全体で３万人程度） 

コンコース 

通路 階段 

■ 建替案 （全体で３．５万人程度） 

コンコース 

コンコース 

コンコース 

通路

通路

外周デッキ 

■ 現 況  

コンコース 

ｳｪｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ 

(ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟﾙｰﾑ) 通路 

（第２期整備「工区分割」イメージ） 

第２期(1/4) 

ｻｲﾄﾞｽﾀﾝﾄﾞ工事

第２期(2/4) 

ﾊﾞｯｸｽﾀﾝﾄﾞ工事

第１期 

ﾒｲﾝｽﾀﾝﾄﾞ工事

第２期(3/4) 

ﾊﾞｯｸｽﾀﾝﾄﾞ工事

第２期(4/4) 

ｻｲﾄﾞｽﾀﾝﾄﾞ工事

外周デッキ 

改修範囲 

約
18

m 

通路 

（自動車通行可）
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■第１期整備（メインスタンド）の諸室等配置イメージ                   

メインスタンドに必要な諸室等について、表に整理しました。                                                  施設規模1万人程度 

（１階の諸室等）                                       （２階の諸室等） 

１階諸室等概要                 １階イメージ図                      ２階諸室等概要     ２階イメージ図 

運営本部室

更衣室ｳｫｰﾐﾝｸﾞ
ｱｯﾌﾟﾙｰﾑ

ｳｫｰﾐﾝｸﾞ

ｱｯﾌﾟﾙｰﾑ

更衣室

記者室

ﾒﾃﾞｨｱ 

出入口

競技者

出入口

来賓 

出入口

医務室

会議室

記者

会見室

第１期整備   第２期整備

ｳｪｲﾄ

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

運営用

ﾄｲﾚ

ﾄｲﾚ
変電室

防災倉庫

ｳｪｲﾄ

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ﾄｲﾚ

機械室

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

走路

電気室

第１期整備   第２期整備

更衣室

更衣室

ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ

ｺﾝﾄﾛｰﾙ 

ﾙｰﾑ 

機械室

設備 

ｽﾍﾟｰｽ

設備 

ｽﾍﾟｰｽ

Ｎ 

管理

事務室

応接室

倉庫

ごみ
集積所 

倉庫

ゴミ
集積所

記録情報室

会議室

ﾒﾃﾞｨｱ用

ﾄｲﾚ

審判
更衣室

審判
更衣室

会議室

観客用

ﾄｲﾚ

ﾍﾞﾋﾞｰ

ﾙｰﾑ

観客用

ﾄｲﾚ

機械室

売店

売店

ｺﾝｺｰｽ

ｺﾝｺｰｽ

入場ゲート

入場ゲート

観客席

ｺﾝｺｰｽ

ｺﾝｺｰｽ

外周

デッキ

機械室

機械室

機械室

観客席

入口

観客席

入口

観客席

入口

観客席

入口 

運営用

階段

ＥＶ

来賓用
階段
ＥＶ

ﾒﾃﾞｨｱ用

階段
ＥＶ

一般用

階段

ＥＶ

一般用

階段
ＥＶ

運営用

出入口

ゴミ
集積所

機械室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

運営用
階段

ＥＶ

来賓用
階段
ＥＶ

ﾒﾃﾞｨｱ用

階段

ＥＶ

一般用
階段

ＥＶ

一般用
階段

ＥＶ

機械室

２　階

観客席

入場ゲート

売店

観客用トイレ

ベビールーム

コンコース

観客席入口

一般用階段･EV

ﾒﾃﾞｨｱ用階段･EV

来賓用階段･EV

運営用階段･EV

機械室

１　階

更衣室

ｳｫｰﾐﾝｸﾞｱｯﾌﾟﾙｰﾑ

運営本部室

記者会見室

記者室

カメラマン控室

ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙﾙｰﾑ

医務室

審判更衣室

記録情報室

一般用階段･EV

競技者出入口

ﾒﾃﾞｨｱ出入口

ﾒﾃﾞｨｱ用トイレ

ﾒﾃﾞｨｱ用階段･EV

来賓出入口

来賓用階段･EV

運営用出入口

運営用トイレ

運営用階段･EV

役員室

応接室

会議室

管理事務室

倉庫

ゴミ集積所

機械室

設備スペース

役員室

ｶﾒﾗﾏﾝ

控室
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テラス

機械室

機械室

倉庫

倉庫

託児室

機械室

観客席

機械室

運営用
階段

ＥＶ 

来賓用
階段
ＥＶ

ﾒﾃﾞｨｱ用

階段

ＥＶ

一般用

階段

ＥＶ

一般用

階段
ＥＶ

観客席

観客用

ﾄｲﾚ

観客用

ﾄｲﾚ

ｺﾝｺｰｽ
売店

売店

観客席入口

観客席入口

観客席入口

観客席入口

運営用

階段
ＥＶ

来賓用
階段
ＥＶ

ﾒﾃﾞｨｱ用
階段

ＥＶ

一般用

階段

ＥＶ

一般用
階段

ＥＶ

機械室

観客席
ﾃﾚﾋﾞｶﾒﾗ 

設置ｽﾍﾟｰｽ

大型映像装置

（３階の諸室等）            （４階の諸室等）            （５階の諸室等）            （６階の観客席） 

３階諸室等概要   ３階イメージ図     ４階諸室等概要   ４階イメージ図     ５階諸室等概要  ５階イメージ図     ６階観客席概要 ６階イメージ図 

６　階

観客席

ﾃﾚﾋﾞｶﾒﾗ設置ｽﾍﾟｰｽ

ﾎﾞｯｸｽｼｰﾄ

実況

中継室

写真

判定室

大型映像操作室

場内放送室 

観客席

運営用
階段

ＥＶ

来賓用
階段
ＥＶ

ﾒﾃﾞｨｱ用

階段
ＥＶ

一般用
階段

ＥＶ

一般用

階段

ＥＶ

ﾗｳﾝｼﾞ

来賓用
ﾄｲﾚ

来賓席

５　階

観客席

コンコース

売店

観客用トイレ

観客席入口

一般用階段･EV

ﾒﾃﾞｨｱ用階段･EV

来賓用階段･EV

運営用階段･EV

機械室

４　階

観客席

託児室

テラス

一般用階段･EV

ﾒﾃﾞｨｱ用階段･EV

来賓用階段･EV

運営用階段･EV

倉庫

機械室

３　階

観客席

ボックスシート

実況中継室

来賓席

ラウンジ

大型映像操作室

場内放送室

写真判定室

一般用階段･EV

ﾒﾃﾞｨｱ用階段･EV

来賓用トイレ

来賓用階段･EV

運営用階段･EV
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